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プログラムなどの配布物がある場合には、原則として手渡しは行わず所定の場所からお客様ご自身で取っていただ
くようにします。

（裏面につづく）

お客様には出演者の入待ちや楽屋挨拶などは控えていただくよう周知し、プレゼントや花束等も控えていただくよう
にします。

ホワイエにいるスタッフも必ずマスクを着用し、手指の消毒や不特定多数の人が触れるものに対してのこまめな消毒
を行います。

感染者が発生した際に追跡調査を実施できるよう、参加者名簿を作成し施設管理者に提出します。

客席は原則指定席とし、観客の入れ替えがある場合はその都度消毒を行います。

参加者の中に感染者が発生した場合には、速やかに施設管理者及び飛騨保健所に報告します。また、保健所等の
指示に従い、感染者以外の参加者への連絡や参加者の感染症状の確認など保健所等の調査に協力します。　（飛
騨保健所☎０５７７－３３－１１１１ 内線３０２）

施設管理者が実施する感染防止対策の取組みに従います。

■実施する対策

【舞台袖 ・ 楽屋】

楽屋では定期的に窓や出入口を開放するなど換気を行います。

楽屋は同時に多くの人が利用しないようにし、最低１ｍの距離を確保できる使用人数とします。また、人数が多い場
合は使用に際し時間差を取るなどの対応を行います。

舞台袖は限られたスタッフのみとし、多人数の待機を行いません。

舞台袖・舞台裏・楽屋でもマスクを着用することを徹底します。

【ホール】

施設利用中は、出入口の開放などの換気を適切に実施します。

新型コロナウイルス感染症対策対応チェックシート【演奏会・発表会など】1.31変更
・事前に本チェックシートの対応項目を必ずご確認いただき、ご利用の際には対応項目を遵守してください。
・ご利用の際は、チェックシートの各項目をチェックし、事前に提出してください。

対応項目

■実施体制

【ステージ】

客席での演奏や、お客様をステージに上げるなどの参加型演出は行いません。

出演者もマスクの着用を行う（フェイスシールドやマスクシールドの単独使用は不可）。表現上の理由などにより困難
な場合は会話の抑制、間隔の確保、出演人数の制限、遮蔽板の使用などの感染対策について施設管理者と協議し
ます。

参加者が大声を出すなどの感染リスクの高まる行動を行わないよう徹底し、そういった行動があった場合は個別に注
意するなどの対応を速やかに講じます。

お客様には全員マスクを着用してもらうこととし、マスクを着用していない場合は主催者側でマスクを用意します。
（予備マスクを主催者にてご用意ください。）※フェイスシールドやマスクシールドは飛沫拡散防止効果が低いため単
独での使用は不可

舞台上に複数の出演者が並ぶ場合は、十分な距離（演奏者同士＝１ｍ以上、歌唱者同士＝２ｍ以上、指揮者と出
演者＝２ｍ以上）確保するようにします。また、お互いに近距離で対面するような演奏・歌唱は行いません。
※但しトランペット・トロンボーンは前後１.５ｍ以上確保のこと

演奏の前後には必ず手指の消毒を徹底します。

音出しや発声練習はステージ若しくは専用の部屋で行うこととし、共有スペースでは行いません。

舞台上の位置から客席最前列までの距離は、感染予防に対応した十分な距離（２ｍ以上）を置きます。
（但し、合唱や声楽系公演の場合は5ｍ以上確保）

舞台上への様々な準備・セッティングは特定の人が担当し、不特定多数の人が触れないようにします。

物販や当日チケット販売など対面で販売を行う際には飛沫防止用のビニールシートやフェイスシールド、またはアク
リル板などを設置します。

管楽器の水抜きについては専用の布などを準備し、使用後は廃棄致します。

マイクなどの備品は使い回しをしません。
それ以外に止むを得ず不特定多数の人が備品を使用する際には、その都度消毒を行います。

【ホワイエ】

お客様の入場時には手洗いまたは手指の消毒や検温を実施します。

お客様が列になるような場合は、１ｍ以上離れて並んでいただく、段階的に入場を行う、規制退場を設けるなどをお
願いし、入退場での密集を避けます。

チケットもぎりがある場合には、もぎりはお客様で行っていただくようにします。
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○利用施設(会議室名等)：

○連絡先(電話番号)：

※日中に確実にご連絡できる電話番号としてください。

提出先

【その他】

感染者が発生し濃厚接触者となった場合には、感染者に接触してから2週間を目安に自宅待機を要請される可能性
があることを予め参加者に周知します。

飛騨・世界生活文化センター　予約課　〒506-0032 岐阜県高山市千島町900-1
FAX 0577-35-2251　E-mail  hida-consortium@hida-center.jp

緊急事態宣言の発令等により県有施設の利用が制限された場合は延期・中止・時間短縮等の要請に従います。

参加者及び関係者の所在地域に緊急事態宣言もしくは県をまたいだ移動に対する自粛要請が出されていません。
また地域の感染状況の変化等により参加者の健康・安全の確保が難しいと施設管理者が判断する場合は、開催延
期・中止などの要請に従います。

利用当日に施設職員が巡回して確認させていただくことがあります。

※この対策は、国の方針等により随時変更となる場合があります。

○利用日：　　　　月　　　　　日

○利用者(主催者)名：

○対策実施責任者：

関係団体が策定する「業種別ガイドライン」を遵守します。

体調不良の参加者などが発生した場合は、飛騨センター職員に連絡します。

会場各所（ホール入口、楽屋口、舞台両袖など）に消毒液を設置し手指の消毒を徹底します。
（主催者にて消毒液を４つ以上ご用意ください。）

共有で使用する物については、使用前後の消毒等、適切な管理に努めます。

楽屋・舞台上・ホワイエ等で出たゴミ、飛沫が付着したゴミは密閉するなどし各自で持ち帰ります。

【衛生対策】

利用当日に出演者・スタッフをはじめ参加者全員を検温することとし、発熱その他風邪症状などがある方は参加いた
しません。なお、有料催事の場合は検温により入場不可となった参加者への払い戻しに応じます。

利用予定日から遡って２週間以内に発熱その他風邪症状があった者については施設を利用しないこととします。

新型コロナウイルス感染症陽性者の方と濃厚接触された方は参加いたしません。

過去２週間以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国・地域への訪問歴及び当該在住者
との濃厚接触がある方は参加いたしません。


